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要 旨：近年，特別支援教育の中で「自己」の重要性が指摘され，カリキュラムに反映

されてきている．その「自己」の教育が注目される以前にキャリア教育が始まったことに

より，「自己」の教育の重要性が示されるようになった．本論では，知的障害の個人差に

よる「自己」について，語りという視点と，オリジナリティーの強い知的障害児童生徒の

教育方針の中で「自己」の教育はどのようになされているのかという視点から検討した．

キャリア教育は最終的に，社会の中で主体的に生きる力を培うことを目標としており，他

者と上手く関わるためにはまず自己を知ることが大切であることと，個人に合わせた自己

理解キャリアガイダンスプログラムの必要性，「自己」とそれに関わる様々な概念や機能

が次々と現れ，キャリア教育に生かそうとする動きが見受けられることが示唆された． 
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Ⅰ．はじめに 

 
 外国では，1980 年以前から「自己」と職業

選択の重要性について報告され，Heck・

Weilble(1979)9)の研究報告により，職業選択に

必要なのは，自己についての知識と職業につい

ての包括的な知識であることが導き出された．

日本でも近年，特別支援教育の中で「自己」の

重要性が指摘され，カリキュラムに反映されて

きている．しかし，その注目度の高さに反して，

「自己」に関する教育が始まったのはここ十数年

である．本論では，特別支援学校における「自己」

に関する教育について文献の調査・整理を行う． 
2000 年以降に子どもの「自尊感情」につい

て様々な研究が頻繁になされるようになった．

東京都教職員研修センター(2009)35)は「自尊感

情や自己肯定感に関する研究」の中で自尊感情

を，自分の否定的な面を受容するとともに，「自

分を他者との関わりを通してのかけがえのな

い存在としてとらえる気持ち」と定義している．

また，「第７回世界青年意識調査報告書」(内閣

府，2004)23)では，日本は自分自身が誇れるも

のについて，すべての項目で，韓国やアメリカ

等の諸外国に比べて低い割合となっている．逆

に「誇れるものはない」と回答した割合は 8.3%

であり，5 か国中，一番高い割合となっている．

他国と比較し自尊感情が低いことからも，平成

21 年に告示されたキャリア教育の始まりとと

もに教育課程における自己の重要性がさらに

強調された． 
「自尊感情」というキーワードの出現により，

様々な用語で自己を用いた研究が始まった．そ

の中には，「自己決定」，「自己肯定感」，「自己

有用感」，「自己評価」などがある．「自己決定」

は特別支援学校の高等部の生徒が自立と社会

参加を目指す上で重要な事項とされており，日

常生活における自らの選択による興味ある授

業の参加，職種選択を含み，多様に使われてい

る．東京都教職員研修センター(2011)36)は「自

己肯定感」を「自分に対する評価を行う際に，

自分のよさを肯定的に認める感情」と定義して

いる．北島(1995)15)は，「自己有用感」について

「自分の属する集団の中で，自分がどれだけ大

切な存在であるかということを自分自身で認

識すること」であると定義している． 
学校教育ではこのようなキーワードが取り

上げられ，通常の教育でも非常に重視されてき

ている．身体障害児は自分自身の障害を認知し

ており，さらには理解して評価している子ども

もいる．身体障害児だけでなく，発達障害児の

中には自分自身の価値や自己への評価ができ
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る者もいる．小島らは，小学 4 年生～6 年生の

高機能広汎性発達障害男児については，学業領

域では定型発達児と違いは認められないものの，

運動，外見，友人といったその他の領域におい

ては，定型発達児よりも有意に低い自己評価を

行っていたとしている．(小島・納富，2013)19)． 
 自閉症スペクトラム児の子どもと違い，知的

障害児の子どもは共同注意行動ができる一方

で，知的な遅れがあり，測定が難しいことから，

知的障害児童生徒に関する自尊感情や自己に

関する研究はあまり進んでいない．知的障害児

は知的な遅れの程度が軽度から重度まで幅広

く，理解力に加え言語表現に個人差が大きくあ

り，自己に対する測定が難しく評価が避けられ

ることが少なくない．しかし，特別支援教育が

開始されてから，知的障害児の割合はここ十数

年の間，一貫して増加の傾向を示している．平

成 28 年度の統計によれば，特別支援学級およ

び特別支援学校在籍児童生徒数の中で，知的障

害児童生徒数の占める割合は，それぞれ 48.8%，

65.9%に達している．小島(2004)17)は知的障害

のある人の自己理解は同程度の知的発達水準

の健常児に比べて遅滞しており，さらに幅広く

知的障害者の自己の研究がなされる必要があ

ると指摘している． 
日本では「自己」の教育が注目される以前に

キャリア教育が始まったことにより，「自己」

の教育の重要性が示されるようになった．「初

等中等教育と高等教育との接続の改善につい

て(答申)」(中央教育審議会，1999)3)では主体的

な進路選択を検討課題として挙げており，学校

教育と職業生活の円滑な接続を図るため，望ま

しい職業観・勤労観及び職業に関する知識や技

能を身に付けさせるとともに，自己の個性を理

解し，主体的に進路を選択する能力・態度を育

てる教育(キャリア教育)を発達段階に応じて実

施する必要があると指摘している． 
 さらに，平成 21 年 3 月に告示された特別支

援学校高等部学習指導要領 22)では，「キャリア

教育」が明記されており，教育課程の実施等に

当たって配慮すべき事項に関して生徒が自己

の在り方や生き方を考え，主体的に進路を選択

することができるよう，校内の組織体制を整備

し，教師間の相互の連携を図りながら，学校の

教育活動全体を通じ，計画的，組織的な進路指

導を行い，キャリア教育を推進することを挙げ

ている．以上のように日本ではキャリア教育が

進むにつれ，主体的に進路を選択するために

「自己」の重要性もともに指摘している． 

 そこで，本論文では，知的障害の個人差によ

る「自己」について，語りという視点と，オリ

ジナリティーの強い知的障害児童生徒の教育

方針の中で「自己」の教育はどのようになされ

ているのかという視点から論じていく．また，

比較として身体障害児童生徒の「自己」の教育

についても参考にする． 
特別支援学校における「自己」についての研

究動向を探るために，文献の収集を行った．そ

の方法は CiNii，Google Scholar などのデータ

ベースを中心に，“自己”，“特別支援学校”，“指

導”，“障害”，“発達”などをキーワードとして

検索(2017 年 10 月実施)し，2000 年以降の論文

のみを対象とした．その結果，26 本が抽出され，

内容ごとに分類すると，キャリア教育に関する

論文が 8 本，「自己」に関する指導法や教員の

認識に関する論文が 8 本，「自己」とその類辺

にある諸概念・機能への実践についての論文が

10 本であった．対象ごとに分類すると，知的障

害児童生徒を対象にした論文は 23 本，肢体不

自由児童生徒を対象にした論文は 2 本，脳性麻

痺の生徒と不登校の生徒に関する論文が1本で

ある． 
 
● 

Ⅱ．キャリア教育と「自己」に関する教育 

 
自己に関わるキャリア教育課程が導入され

ている中で，知的障害教育における「自己」に

関するキャリア教育は様々な試みがなされて

いる．清水(2011)31)は知的障害特別支援学校に

在籍する一般企業就労を目指す高機能自閉症

のある生徒を対象に，ICF 関連図を作成し，主

に就労支援における指導方針及び指導方法の

妥当性の検証を行った．対象生徒は，明るい性

格で，言語能力が高く，語彙も豊富という特徴

を持っている．その結果，指導方針が明確になっ

たことと，指導により対人関係スキルの獲得と問

題行動の低減，自己評価の向上が認められた．こ

うした事例研究にとどまらず，キャリア教育に関

する研究は 2000 年以降急激に増加している． 
一方，様々なキャリア支援がなされている反

面，現在の就労中心の高等部教育で検討すべき

課題について船橋(2014)6)は以下の 3 点を指摘

している．一つ目は社会的要求(企業側)と教育的

要求(教育側)との間で，教育の主体性が損なわれ

ていないか，両要求は単純につながるものでは

ないという点，二つ目は学校間・コース等など

の中で，障害のある青年間において能力差によ
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る優劣・対立抗争意識が生じていないか，仲間

意識は芽生えているかという点，三つ目は近視

眼的な一般就労ではなく，学校の教育目的であ

る人格形成が図られているかという点である． 
 また，小学部・中学部・高等部の 12 年間の

系統性をもち「自己」をキーワードとするキャ

リア支援が進んでいる．長崎大学教育学部附属

特別支援学校(開，2012)10)では， 小・中・高で

一貫した自己の育ちを支える進路学習の授業

について研究し，将来の生活や就労へのスムー

ズな移行をめざす実践を試みた．さらに，静岡

大学教育学部附属特別支援学校 (中村ら，

2016)24)は，小・中・高一貫して，「自己調整力」

をキーワードとして，児童生徒が社会参加につ

ながる主体的な学びを実現できるよう， 授業

づくりに取り組んだ実践をまとめた．授業では，

学びのサイクルと動機づけが一体となって活

動できる学習状況を整え，エピソードの記録シ

ートを用いて児童生徒の単元内での学びの変

容や場面，単元を超えて変容する姿を記録し分

析することで，次の目標や活動内容，そのため

のよりよい支援や手立てが何であるかを明ら

かにした．3 年間にわたって取り組んだ結果，

小学部から高等部までの，12 年間の系統性を踏

まえた授業づくりの必要性についても示すこ

とができた．「わかる」「できる」「振り返る」

という学びのサイクルが，社会参加に向けた主

体的な学びに直結していると示唆している． 
 熊田ら(2016)20)の研究では高等部の実践をま

とめており，「自己の在り方，生き方を考え主

体的に進路を選択できる能力や態度を育てる」

を一貫した進路指導の目標としている．職業的

自立をめざす高等部において，作業学習，就業

体験，デュアルシステム等に取り組むことで，

生徒が就業体験先の職員，教師，保護者の言葉

から，自分の実習態度がどのように思われてい

るかを理解することで自己理解を進めていく

過程を，生徒の意識に注目しながら具体的に検

討した．その結果，教師が，①丁寧に生徒理解を

進め，よりよく生きたいという気持ちを引き出す

こと，②自己実現を図る PDCA サイクルづくり

を行うことにより，生徒の勤労観，職業観を育て，

変容につながったことなどが明らかになった． 
 以上の研究では，観察的な方法から分析や考

察を行っているが，実際に児童生徒たちがどう

思っているかに対する直接的な評価はあまり

なされていない．伊藤(2017)11)は特別支援学校

における軽度知的障害生徒の学校適応及び職

業教育の充実に資するため特別支援学校に在

籍する軽度知的障害生徒(中学部)78 名を対象

に，進路先決定の状況や，特別支援学校入学後

の目標設定及び学校生活の満足度等について

質問紙調査を実施した．軽度知的障害生徒の多

くが，特別支援学校で学ぶことは将来の生活や

進路に役立つであろうという理由から，特別支

援学校高等部への就学を選択し入学してきて

おり，学校生活上の目標設定においても就職す

ることなど社会自立することを挙げることが

多いことが分かった．さらに，1 年生では漠然

と就職することや，社会自立するという目標を

もつことが多いが，学年が進むにつれて，生徒

は自分自身の課題について認識するようにな

り，より具体的な目標設定を行うようになるこ

とが認められた．さらに，椎橋ら(2014)30)は職

業科を有する知的障害特別支援学校高等部 241
名を対象に知的障害者におけるキャリア発達

に関係する諸要因について質問紙調査を行い，

統計的に分析した．その結果，キャリア意識尺

度からは人間関係，役割遂行，自立意思，将来

設計の 4 つの因子，自己受容測定尺度からは内

面自己，現在自己，関係自己，身体自己の 4 つ

の因子が得られた．また，現場実習後に自分の

自立意思に関する意識が有意に高くなったこ

とと，キャリア意識尺度と自己受容測定尺度の

間には強い相関があることが明らかになった．   
実際の職業の現場で「自己」を用い支援に繋

げた論文もある．小野(2012)28)は特別支援学校

高等部に在籍する軽度知的障害生徒 A，B を対

象に(1)作業中の A，B の身体の向きと職員の対

応・評価の関連と，(2)与えられる指示が次々と

変化する場面とミスをした場面を自己呈示と

いう観点から職場実習場面の観察調査を行っ

た．その結果，A，B からみると，当初は単な

る作業行動だったものが，その行動に対する職

員の反応を受け，その反応から職員が自分をど

うみているか，どれくらいできると思っている

のか等の観点から理解し，見た目は最初と同じ

行動であっても，職員を意識し選択した自己呈

示行動となっていく過程が示された．一方，職

員は，A，B の実習中の作業姿勢や行動は，自

分たちと A，B との間で形成された結果として

ではなく，A，B 本人たちの問題(彼らの能力，

やる気など)として捉え，評価をしていることが

示された．このような結果から，自己呈示のず

れを解消するために，実習時への支援の提案を

行っている． 
 以上のように「自己」とキャリア教育におけ

る様々な研究がなされ，特別支援学校では小学
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部から高等部までの 12 年間，キャリア支援の

ための「自己」の成長に関わる目標を立てなが

ら授業を行い，その重要性が再確認されている．

しかし，児童生徒の自己への変容過程において

は教師や家庭，実習先の職員からの観察で評価

している場合が多く，児童生徒自身の中で実際

にどう変化したかについてはあまり検討され

ていない．知的障害生徒を対象に質問紙調査を

行った論文では，生徒たちは自ら進路について

考えていることが明らかになっており，観察的

な観点による評価だけではなく児童生徒自身

の変容も含めて総合的に評価する必要がある

と考えられる．その上で，重要な他者の評価は

キャリア教育において適切に反映されるので

はないだろうか． 
 
● 

Ⅲ．「自己」に関する指導法と教員の認識 

 

 ここでは広義の「自己」を巡った教員の指導

法や認識について論じていきたい． 
 初期の研究は，阿部ら(2008)1)の軽度知的障

害児の安心，自信，自己肯定感の獲得に関する

研究がある．この研究では，対象児の不安，自

信のなさ，自己肯定感の低さによって学校不適

応になるのではないかと考え，自信や自己肯定

感を高めることを目的とした．対象児は小学 6
年生の知的障害児(IQ64)であり，小学 2 年の時

に ADHD の診断を受けている．一貫した支援

ができるように教師と連携し，学校生活全般に

おいて随時実施する支援と，障害の特質に応じ

た支援プログラムを考案し時間を設定して行

う支援の2つのアプローチから支援を展開した．

具体的には，対象児の行動のエピソードを分類

し，それをもとに自己肯定感を高いから低いま

で 4 つのレベルで評価させた．その結果，対象

児の情緒の状態が安定し，学校生活において適

応的な行動が増えた．振り返りシートを用い行

動評価をさせたこと，教師が実施する支援方法

は，学校における多様な教育活動を子どもの安

心，自信，自己肯定感といった視点を効果的に

結びつける必要があると述べられている． 
上記の研究のように表や図など視覚的なツ

ールによる指導を用いることで，児童生徒の状

況が俯瞰でき，効果的な支援につながった研究

が多い．野原(2013)25)は幼稚部から高等部，さ

らには卒業後の支援も視野に入れた｢生涯発達

支援学校｣を目指し主体的な自己を育てる教育

支援のあり方に関する教育課程の新たな展開

に向けた取り組みについて研究しており，①5
つの支援内容区分(｢生活支援･余暇支援･就労支

援･学習支援･コミュニケーション支援｣)からな

る教育課程と，②授業づくりでは，｢個別の教

育的ニーズ支援システム(SIENシステム)｣に基

づいて実践に取り組んだ．また，授業を展開す

るにあたっては，児童・生徒の状況に合わせ柔

軟な教育課程を構築するために支援内容配列

表を作成した． 
 また，清水(2013)32)は自閉症生徒の自己理解

を深める支援に関する研究を，ICF 関連図を活

用した就労支援の視点と，実習現場における進

路指導の視点から取り組んでおり，それぞれ就

労支援の在り方や，指導内容の妥当性について

深める進路指導の在り方，現場実習における環

境調整の方法，事業所側との連携在り方等の方

向性を明らかにすることができ，本人の仕事に

対する自己評価から，教員側の支援内容や支援

方法等が明らかになった． 
一方で，視覚的なツールを用いるだけでなく，

佐々木ら(2015)29)は外部資源を活用した就業体

験の事前・事後指導を通して，知的障害特別支

援学校高等部生徒(9 名)の就業体験における自

己の課題を的確に捉えられるようにするため

の支援に取り組んだ．対象生徒はほとんどが音

声言語による指示理解，読み書きが可能であっ

た．外部資源である大学での作業は就業体験の

場と近い状況であったため，緊張しながらも主

体的に取り組む生徒の姿が引き出された．想定

外の状況に失敗してしまう生徒もいたが，教師

が支援しながら再度挑戦し成功させることが

できた．その結果，最後の振り返りでは将来の

望ましい自分像について話しながら新しい課

題を立てることができた．事後指導においては

失敗談を自ら語る生徒がおり，失敗経験が否定

的なものとはならず，達成すべき課題として前

向きに捉えられていたことが分かった．大学で

の作業の場が，学校と職場の間の中間的な場と

して両者を橋渡しする役割を果たしており，そ

のような場を意図的に設定することで生徒は

学校での学習と就業体験での経験とを結び付

け，自身の課題について的確に認識し，主体的

に改善していこうとする姿勢が身に付いてい

くことが示唆された． 
文部科学省では「自己」を重視しているが，

実際に指導を行っている教師は「自己」の支援

の重要性についてどのように考えているのだ

ろうか．加藤ら(2010)12)は知的障害特別支援学

校高等部の「自己理解」について，教師へのイ

－ 4 －
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ンタビューを手がかりに，支援の内容や方法に

ついて調査した．このインタビューからは，第

一に，青年期・移行期という高等部教育の特徴

から自己理解支援が必要で，自己に関する意識

が弱く，否定的に自己理解しがちである実態の

生徒が支援を必要としていること，第二に，自

己理解支援の実践は，対人関係や社会的経験が

生徒の自己理解を促しており，自己理解支援の

内容の吟味が重要であること，第三に，自己理

解支援の課題は，(1)障害理解の難かしさという

生徒の課題，(2)教師の自己理解に関する共通理

解という学校教育の課題，(3)障害のある人たち

に対する地域社会の課題があげられることが

明らかになった．また，藤田(2016)5)は教員 148
名へ「困っている子どもについて考えたこと」

「子どもの意欲の育て方」に関する質問紙調査

を行い，教員の意見を特別支援学校小学部・中

学部学習指導要領 第 7 章 自立活動の指導計

画と照らし合わせ，特別支援教育に求められて

いる内容を検討した．様々な意見があったがそ

の中には，「生きる力」を育てるには子どもの

意欲を育てる関わりが効果的であるが，良好な

関係を背景にした見守りと，好ましい行動を褒

めて自己肯定感を高める関わりを行いたいと

いう意見が多かった．さらに，江川(2013)4)は

手帳を取得しない特別支援学校高等部3年男子

生徒 A への進路支援を通して，自分の特性を受

け入れられず特別支援学校高等部で不適応行

動を起こす生徒を取り上げ，自己理解をすすめ

るうえで有効な支援方法を探るとともに，手帳

を取得しない生徒への進路支援の在り方につ

いて調査を行った．対象生徒は自分の能力を過

大評価する傾向があったことから，生徒一人ひ

とりが進路希望をかなえ，充実した社会生活を

送ることができるよう，自己理解を促す支援の

在り方を考えながら進路支援を行う必要性が

あると述べている． 
このように多くの教員が「自己」の教育の重

要性を感じていることを指摘しながらも，頻繁

に実践ができない状況下にある場合もある．田

中ら(2013)33)によれば，知的障害特別支援学校

の知的障害児を担任する教師 163 名を対象に，

知的障害特別支援学校教師における知的障害

児の自己理解の指導に対する意識について調

査し，因子分析した結果，「時間軸」「外見・性

格」「指導方法」「能力」「気持ち」「家族・仲間」

の 6 因子を抽出した．指導の頻度について検討

したところ，半年間で 0 回から 1 週間に数回以

上の範囲にわたっており，指導頻度の差が大き

いことが明らかとなった．また，所属による違

いはなかったものの，知的障害児の担任経験が

多いほど，指導をより多く実践している傾向が

明らかとなった．これは，知的障害児の指導経

験をより多くすることで，自己理解に対する指

導法の知識や経験の蓄積により，指導そのもの

の頻度も増えていく可能性があると考えられる． 
 それぞれ独自的な支援方法を行っており，そ

の中でも，表や図などを取り入れ，児童生徒の

様子や課題を視覚的に表すことで次の課題や

支援方法を立てやすくなったことが明らかに

なった．さらに，ただ教育課程に沿い，「自己」

に関わる支援や指導をしているだけではなく，

教師自身がその重要性について気づいており，

今後さらに，「自己」への様々な指導を行う必

要があると認識している．一方で，教師によっ

ては頻繁に実践できない状況下にいることは

検討すべき事項である．個人差の大きい知的障

害生徒に合わせた自己理解キャリアガイダン

スプログラムがあれば，教師の負担が減り，よ

り「自己」に関わる支援や指導を行いやすくな

るのではないかと考えられる．  
 

● 

Ⅳ．「自己」とその類辺にある諸概念・機能 

への実践 

 
 初期の研究は主体的参加や，自立と社会参加

に重点をおく「自己決定」というキーワードを

用いた研究が頻繁になされた．小倉ら(2009)26)

は特別支援学校(知的障害)高等部における，自

己決定を目指す「進路にかかわる学習」の実践

のなかで授業づくりのポイントと支援の手立

てを提案した．また，松井(2010)21)は特別支援

学校高等部(知的障害教育部門)に所属する１年

生 15 名と担当教員 4 名を対象に進路学習の実

践を通じて，特別支援学校高等部(知的障害教育

部門)における「自立と社会参加」に向けた授業

の研究を，自己決定力に焦点をあてて行った．

その結果，自己決定力を育むためには，授業に

おいて生徒が関心を持つことができる題材や

選択肢を考えること，主体的な活動を通じて，

決定する事項への関心を高め，そのことが自己

決定につながるような授業づくりをすること

の二点が大切であると示した．自己決定力を障

害のある人たちが身につけるためには，多くの

指導や支援が必要であることがこの研究によ

って再認識されている．さらに，早川ら(2010)8)

も選択・決定理由の広がりを期待するアプロー
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チから特別支援学校における「生徒の主体的参

加」を目指す授業を目標に実践の一部を報告し

た．その次の年に早川ら(2011)7)は特別支援学

校中学部 1年生から 3年生までの追跡調査を行

い，特別支援学校における「生徒の主体的参加」

を目指す授業の報告をした．3 年目の秋は，実

践の成果を基に，活動の場を変えて行い，秋の

成果を踏まえて，主体性を育む授業づくりに必

要なことを「物理的環境」「人的環境」「生徒理

解」の 3 つの視点から整理した．この研究での

授業は「生活」「作業」等の他の題材・授業と

連動しながら発展し，生徒が日々の授業・学校

生活・全生活の中での，学び・育ちを発揮・活

用する場としての意味を持って，中学部生活の

中に位置づいていた．研究結果を受け，本授業

を教育課程上に位置づけた中学部生活づくり

の必要性を今後の課題として示している． 
生徒の主体的参加は授業でなくても「自己」

の発達に影響を及ぼす．特別支援学校高等部の

生徒(脳性麻痺のある生徒 A，不登校だった生徒

B)は，特別支援学校高等部に在籍する生徒が主

体的にボランティア活動に取り組むことを通

して，自己の在り方や生き方を考えながら，自

己理解を深め自己肯定感を高める指導の在り

方を探求した．対象生徒は，主体的にボランテ

ィア活動に取り組むことにより，自己の在り方

や生き方を考えながら，自己理解を深め自己肯

定感を高めることができていた．また，この研

究は障害の有無に限らず，不登校の経験などに

よりさまざまな学習機会や体験が不足してい

る生徒にとって自己肯定感を高めるうえで有

効な実践であり，「自分が自分であって大丈夫

という感覚」を認識したりすることができてい

た(小林，2016)16)． 
肢体不自由のある児童生徒は知的障害のあ

る児童生徒に比べ，様々な面から自分を評価す

ることができるため，進学においても自分で意

思決定をする場面が多い．田島ら(2013)34)は肢

体不自由特別支援学校小学部 5 年生 A 児(男)，
B 児(男)の 2 名を対象に学校生活における肢体

不自由のある児童の自尊感情・自己肯定感に影

響を及ぼす要因と，それらを高める指導実践に

ついて検討した．「勉強」「自分」「担任」「友達」

「意見」「生活」といった日常生活の充実度と，

「担任」と「友達」といった人とのかかわりが

自尊感情・自己肯定感に影響を及ぼしているこ

とが明らかになった．肢体不自由のある児童に

おいては，身体的自己認識と自尊感情・自己肯

定感は影響し合っていることが多分に推察さ

れ，彼らの身体的自己概念と自尊感情・自己肯

定感の関係について明らかにすることが今後

の課題として残されたとしている．また，河津

ら(2015)13)は特別支援学校(肢体不自由)で小学

部，中学部，高等部合わせて 12 年間在籍した

重度の障害を有する高等部生徒 A の大学進学

への夢がどのようにして生じ，育まれ，実現し

たかということと，その意志形成において，本

人と教師の間で行われた教育現象の構造，法則

を明らかにした．非常に限られた進路の選択肢

の中で A は【共存者としての教師】との関わり

の中で，自己肯定感，自己効力感が培われた．

一方で教師は，A の想いを大切にし，自己内省

を心がけ，その上で A のニーズを理解し，ニー

ズに応じてサービスを提供するといった共同

歩調の中で「大学進学」という両者共通の生き

甲斐を見出していったと示している． 
一方近年の研究では，知的障害教育の中でも

進路において自己選択のできるように教育支

援を行っている．桐原ら(2016)14)は A 特別支援

学校の「個別の教育支援計画」の活用と「自己

選択」支援の実際を通して知的障害教育におけ

る「本人の願い」を大切にしたキャリア教育を

行った．その結果，「本人の願い」を大切にし

たキャリア教育推進には，願いの丁寧な読み取

りと，年齢段階やキャリア発達段階との関連づ

けが有効であると考えられている． 
進路だけでなく，生活の面でも自己評価を用

いた研究がある．奥住ら(2013)27)は 4 つの知的

障害特別支援学校高等部に在籍する生徒 297
人対象に知的障害特別支援学校高等部に在籍

する生徒が自己の生活機能をどのように認

識・理解しているのかについて，ICF の「活動

と参加」の 9 領域(各 2 項目，合計 18 項目)か
ら検討した．この研究では 4 件法で評定させて

おり，297 人中，欠損値を除き 253 部を分析対

象にしている．18 項目の約 7 割で，生徒は自

分がその機能をよく知っているとみなしてお

り，中でも電話のかけ方，電車・バスの乗り方，

余暇の楽しみ方が顕著に高かった．学年が高く

なるほど機能も高くなる項目はおつりの計算，

パソコン，挨拶であり，また，出身学校が中学

校の生徒では，電話，風邪の予防，洋服の選択，

夕食調理，挨拶，言葉遣い，お金の管理，投票

で自己評価が高くなった． 
2014 年頃には就労に向けた「自己有用感」

というキーワードが現れるようになる．阿部ら

(2014)2)は児童福祉施設併設特別支援学校に在

籍する知的障害のある中学部生徒 A のキャリ

－ 6 －
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ア力を育てることを目的に，生徒らが働く喜び

を知り，自らの果たすべき役割の理解と働くこ

との意義を知るための授業実践に取り組んだ．

A は中学 2 年の男の生徒であり，12 歳の時に

IQ50(WISC-Ⅲ)であった．役割を継続的に実行

できれば，周囲から認められる機会が増え，働

く喜びにつながると考え，このような経験の積

み重ねで，キャリア力の裏付けとなる自己有用

感を高めることを目指した．実践にあたっては，

①「成果のイメージつくり→役割の実践→実践

に対する自己評価→役割の価値理解」を「学習

サイクル」として組み入れること，②グループ

での活動を基本とすること，③自作「自己評価

シート」を活用すること，さらに，④「グルー

プの仲間のため」，「見える他者のため」，「見え

ない他者のため」の 3 つの相手を設定して活動

を設定することの4点から，授業を組み立てた．

実践の結果，対象児らにグループの成員として

質の高い仕事を成し遂げるため，自ら役割を果

たそうとする行動が見られるようになり，併せ

て対象児らの自己評価から，その自己有用感が

高まったことが確認された．シートを用いた自

己評価の経験は，「見える他者」から，「見えな

い他者」への対象の広がりと相まって，仕事の

質向上の視点を持つことにつながり，「これだ

けできた」から「他者に喜ばれる成果を挙げる

ことができた」へと自信をもって自分を評価で

きるようになったと考察されている． 
「自己」に関するキーワードの出現は後を絶

たず，多角的な視点から「自己」が捉えられて

いくため，新しい観点が加わっていく．一方で，

同じ言葉を使っているにも関わらず，論文によ

っては違う文脈で使われることもあり，混乱を

招くこともある．そのため，用語を適切に整理

し，支援につなげる必要があると考えられる．

また，このように「自己」に関する様々なキー

ワードの出現から，時代の変化に合わせ，キャ

リア教育にも取り入れ，見直していく必要があ

るのではないかと考えられる． 
 
● 

Ⅴ．まとめ 

 

本研究ではキャリア教育における「自己」の教

育について 3 つ(キャリア教育，指導法・教員の認

識，「自己」とその類辺にある諸概念・機能への実

践)に論文を分類，概観し研究成果を分析した． 

キャリア教育は最終的に，社会の中で主体的

に生きる力を培うことを目標としており，他者

と上手く関わるためにはまず自己を知ること

が大切である．小島ら(2014)18)は発達障害者の

自己理解支援は身体的感覚，自分の良さへの気

づきから，進路・実習を通しての自己理解，多

様な自己への気づき，他者との関わりを通して

深める自己理解につながっていくと示してい

る．ICF の「活動と参加」での自己と他者の関

係について Fig.1 に示す．「活動」は個人レベル

で人が家庭や社会で生活していく中で行って

いる，目的を持った動作と行為であり，発達障

害・知的障害者は親や教師といった重要な他者

と共に目標について考えていく中で自己肯定

感が育まれる．「参加」は社会レベルで，仕事・

家庭内役割・地域社会への参加など人や社会と

の関係や役割を持ち，楽しみや権利を実現する

ことである．役割を実行していく中で周囲から

認められる機会が増え，自己有用感の向上につ

ながり，ボランティア活動に取り組むことによ

り，自己の在り方や生き方を考えながら自己肯

定感が高まり，「自分が自分であって大丈夫と

いう感覚」といった本来感を持つことができる

ことが報告されている(奥住・池田・國分，

2013)27)．しかし，これまでの研究では「他者」

から観察された発達・知的障害児童生徒の「自

己」についての研究が多く，「自己」のなかで

の「他者」の在り方については研究があまりな

されていない．研究方法の限界などから難しい

観点ではあるが，「他者」の在り方について認

知できることは自分の価値観や多様な自己に

気づくことにつながり，更には正しい職種選択

や社会での適応まで期待できる． 

 知的障害生徒は個人差が大きいため，「自己」

における支援にも独自の支援方法が多かった．

しかしその中でも共通している指導のポイン

トはあり，教師の負担を減らし，実施しやすく

するために，個人に合わせた自己理解キャリア

ガイダンスプログラムの必要性を感じる．ただ

個人の特性に合わせたキャリアガイダンスプロ

グラムではなく，豊かな暮らしを送っている成

人期の知的障害者の経験を活かしたプログラム

Fig１．「活動と参加」での自己と他者の関係 
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を開発する必要があるのではないだろうか． 

様々な「自己」に関わる概念が使われている

中，必ず教師や同じクラスの児童生徒，職場の

人という形で「他者」の存在は現れており，そ

れぞれ「自己」の発達において欠かせない存在

である．また，「自己」とそれに関わる様々な

概念や機能が次々と現れ，キャリア教育に生か

そうとする動きが見受けられる．これは，キャ

リア教育には単に就職のための教育ではなく，

SST，体力，作業学習などを全面的に取り入れ

た教育が求められてきていることを意味して

いる．その中でも，「自己」をテーマとしたキ

ャリア教育はこれらの根底にあるため重要視

されるのではないだろうか． 
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